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本書は、日医医見書データ支援移行ツール(Ikwnsyo2WOLF)のマニュアルです。医見書から WOLFへのデ

ータ移行を支援するツールです。必ずしも全てのデータを移行できない場合もありますのでご注意くだ

さい。医見書およびWOLFの操作についてはそれぞれのマニュアルを参照してください。 

 

日医医見書データ支援移行ツールはWOLF ver2.0.7、医見書 ver3.0.8が同一PC内にインストールされ

ている環境でのみ利用可能です。詳細は動作環境を参照してください。 
 

1動作環境 

 
・Microsoft Windows XP Professional, HOME Edition, 2000 Professional, Vista  

・Microsoft.NET Frame Work2.0以上 

・WOLF ver2.0.7 

・医見書 ver3.0.8（システムVersion 3.0.8、データVersion 3.0.8、スキーマVersion 3.0.8） 

※2009年4月27日現在、医見書 ver3.0.8までの動作を確認済みです。 

 

一台のPC上に対象バージョンの医見書とWOLFがインストールされている必要があります。 

 

2.移行可能なデータおよび制限事項 
 

1)「医見書」から「WOLF」へ移行可能なデータは以下の通りです。 

・患者基本情報 

・意見書請求先 保険者情報 

・主治医意見書 文書内容 

・医師意見書 文書内容 

・訪問看護指示書 文書内容 

 
2)「WOLF」と「医見書」の仕様の差異により文書が移行できない場合があります。 

下記注意を必ずお読みの上、実行してください。 

 

・仕様の制限により、移行できない項目や入力した文字の一部が失われるおそれがあります。 

  移行した帳票をWOLFで出力する際は必ず内容をご確認ください。 

 

・「医見書」に同一年月日で同種の文書が複数登録されている場合、最新の文書が一つのみ移行されま

す。 

 

・「WOLF」と「医見書」の双方に同一年月日で同種の文書が登録されている場合、「WOLF」の文書は「医

見書」の文書で上書きされます。 

 

・「医見書」上の保険者情報は移行されますが、文書への関連付けは移行されません。 

 「WOLF」への移行後に必要に応じて保険者と文書の関連付けをおこなってください。 

 

・「新規患者登録無し」を選択した場合、患者名(漢字)」、「性別」、「生年月日」が一致しない患者は文

書を移行することができません。「医見書」プログラムから患者情報を修正し再度取り込み操作をお

こなってください。 

 

・「新規患者登録有り」を選択した場合、 「患者名(漢字)」、「性別」、「生年月日」が一致しない患者

は新規患者登録されます。 

 誤った情報が入力されて同一患者が2重登録されるおそれがありますのでご注意ください。 

 
・医療機関の情報は移行されません。医療機関所在地や事業所番号等の情報は WOLFの管理ツールから

登録処理をおこなってください。 
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3.インストール 
 

setup.exeを実行します。.NET FrameWorkがインストールされていない場合、マイクロソフト社のサイ

トにオンライン接続し NET FrameWorkの自動インストールが可能です。「同意する」ボタンクリックで

インストールが始まります。.NET FrameWorkのインストールにはインターネット環境が必須です。回線

速度により10分以上の時間がかかる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

.NET FrameWork2.0 以上がインストールされている場合または、.NET FrameWorkのインストール終了後

に下記画面が表示されます。 
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インストールフォルダ、使用するユーザを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「次へ」で進んでください。 
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「閉じる」ボタンをクリックしてインストール完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.操作方法 
 

Windowsのスタートメニューのプログラムから「Ikensyo2WOLF」を起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載されている内容は「Ikensyo2WOLF」の制限事項となります。 

全データを移行できない場合もありますのでご注意ください。 

「OK」ボタンを押下するとIkensyo2WOLFのメイン画面が表示されます。 
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下記画面はIkensyo2WOLFのメイン画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1) 新規患者登録 
・新規患者登録無し 

医見書 と WOLF の登録済み患者情報の「患者名(漢字)」、「性別」、「生年月日」が一致した場合に

文書情報を WOLF に移行します。 

 

※WOLFと日レセを連携使用している場合はこちらを推奨します。 

既にWOLFを導入済みでWOLF側に患者が登録されている場合もこちらの設定を推奨いたします。 

 

・新規患者登録有り 

医見書 の患者基本情報を含め、文書情報を WOLF へ移行します。 

 

※日レセを使用されていない場合でかつ、WOLFを新規導入される場合はこちらをご利用ください。 

WOLF側に患者が既に登録されている場合、「患者名(漢字)」、「性別」、「生年月日」が一致した患者

へ文書情報の移行のみおこないます。 

患者情報の入力ミス等により上記情報が一致しない場合、2重に患者が作成されてしまう場合があ

りますのでご注意ください。 
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2) 医見書データベース 
医見書のデータベースファイル(IKENSYO.FDB)を選択します。 

「参照」ボタンをクリックし医見書のインストールフォルダ配下の data内「IKENSYO.FDB」を選択

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3) 取り込み文書種別 
医見書から移行させたい文書を選択します。 

  各文書のチェックボックスをクリックして選択してください。 

 

4) 取込対象患者を選択します。 
取込対象の患者の年齢を選択します。 

選択して全ての患者、40歳以上、65歳以上から選択してください。 

文書が存在する患者のみを取り込みたい場合は、「文書が存在する患者のみ対象」にチェックボック

スをクリックして選択してください。 

 

5)「実行」ボタン 

1)～4)の内容で処理を実行します。「実行」ボタンをクリックしてください。 

下記の画面が表示されますので「OK」ボタンをクリックしてください。 

 

 
 

6)「終了」ボタン 

アプリケーションを終了します。 
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5.新規患者登録について 
 

「新規患者登録有り」を選択し実行した場合、以下の画面が表示されます。 

 
 

新規患者登録をおこなう場合は「はい」ボタンをクリックで患者情報登録画面が表示されます。 

 

患者登録には「カルテ番号」は必須です。医見書で「患者ID」が入力されていた場合は表示されま

すが、入力されていなかった場合は後述の「カルテ番号自動設定」ボタンや、キーボード入力から

カルテ番号を入力してください。WOLFで登録済みのカルテ番号は使用できませんのでご注意くださ

い。 

 

 
 

1)「カルテ番号自動設定」ボタン：カルテ番号を自動設定します。 

「付番開始値」に入力することで任意の番号から付番を開始できます。初期値は WOLFのカルテ

番号で使われている最大値です。既に使用されている番号と重複しないようご注意ください。 

2)「登録」ボタン：患者登録処理をおこないます。 

3)「キャンセル」ボタン：患者登録処理をキャンセルします。 

キャンセルした場合の処理は「6.移行できないデータについて」を参照ください。 
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各患者の「カルテ番号」をクリックしてください、キーボードから任意のカルテ番号を入力するこ

とができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.移行できないデータについて 
 

WOLF の登録済み患者情報の「患者名(漢字)」、「性別」、「生年月日」が一致する患者が存在しなかった

場合以下の画面が表示されます。 

 

 
 

「OK」ボタンをクリックすると 

Ikensyo2WOLFフォルダ配下のErrorTextフォルダに未移行患者リスト.txtが出力されます。 

処理直後は自動でテキストエディタで表示されます。 

 

 
 

「患者名(漢字)」、「性別」、「生年月日」が WOLFに登録済みの患者情報と一致しなかったため移行がで

きなかったリストです。 

上記リストに表示された患者の文書を WOLFへ移行させたい場合は、医見書で各文書の患者情報を修正

後、再度移行を実施していただく必要があります。 

 

 


